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議会報告会 会場報告書 

 

担当班：１班  班代表者：隅田 雅春 

 

概要 

地区名 ：雲部地区 

日時  ：令和元年 5月 17日（金） 

     19：30～21：00 

場所  ：雲部公民館 

参加人数：21人(男 20人・女 1人) 

【出席議員】 

 隅田 雅春 

吉田 知代 

恒田 正美 

森本 富夫 

足立 義則 

河南 克典 

（１）開会あいさつ ：隅田 雅春 

（２）議会報告   ：足立 義則 

（３）質疑応答   ：下記参照 

（４）意見・提言等 ：下記参照 

（５）閉会あいさつ ： 

挨拶・総括    ：隅田 雅春 

司会進行     ：吉田 知代 

報告       ：足立 義則 

受付・記録    ：河南 芳治 

          恒田 正美 

会場（マイク）  ：河南 克典  

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・市名変更によって施設の名称が長くなっている（例：丹波篠山市立〇〇

〇〇）。馴染みのある短い名称が良い。 
・意見として聞かせていただきます。 

・人口減少が進む中、雲部西部地域では、消防団員が定数に満たなくなっ

てきている。市内の他地域でも同様の状況が見受けられる。消防団組織の

再編を検討する必要があるのではないか。 

・いただいた意見につきましては議会で共有します。 

・都市部に行くと、丹波篠山市の誕生は、丹波市と篠山市が合併したこと

と誤解している人もいる。丹波市と誤認されないような取り組みが必要で

ある。 

・そうした声があることは認識していることから、PRに係る施策などを

注視していきます。 
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質疑・意見 回答 

・５月１日の市名変更を祝うイベント会場に城東地区はなかった。また、

民間事業者の発行している地図等に城東地区の記載が無かった。 

・市の発行するチラシ等については、掲載する地区の公平性を注視して

いきたいと思います。 

・地籍調査事業の概要及び今後の予定は。 

・高倉地区から始めているが調査には３年間必要です。高倉地区は比較

的山林が管理されており、境界がはっきりしていることから、今後の地

籍調査を進めるにあたって先進事例として取り組んでいます。約 40 年

かかる事業ですが、約 200億円の国の予算も活用しながら事業を進めて

いきます。 

 


